

















































Eo+B)/ fにおいて基底状JLBと交差する｡ (図1 (a))｡ひずみQに対する格子ポ
ポテンシャルエネルギーの増加をU (Q)-CQ2/2とおくと,局在励起子格子系の断
熱ポテンシャル :W¢ (Q)==E (Q)+U (Q)の最低点はQ肌-∫/C で与えられ
従って局在励起子の格子緩和による安定化エネルギーは




Q机 ､ Wg -W 払 (Qれ)-Eo+B-ELK)
のほうが自由状腰F (Q-0,Wf -Eo)よ
り安定となるが,Q竹<>Qlに従ってW色 (Q･れ)

































































ゆく｡フランク･コンドン状膳 (Q-0)から緩和状億 (Q-Q竹レ)にいたる剛 こ失われ
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